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近
く
の
生
協
に
行
く
と
、
バ
タ
ー
の
棚
に
黄
色
い
包
装
の
雪
印
と
、
同
じ
値
段
の
生
協
ブ
ラ
ン
ド
の
森

永
製
が
並
ん
で
い
る
。
い
つ
も
、
黄
色
い
雪
印
を
買
っ
て
し
ま
う
。
思
い
起
せ
ば
、
戦
後
の
混
乱
期
、
バ

タ
ー
な
ど
手
に
入
ら
な
か
っ
た
。
隣
の
家
の
松
尾
画
伯
（
院
展
同
人
）
の
兄
弟
は
青
山
学
院
出
身
で
、
英

語
が
達
者
だ
っ
た
の
で
、
進
駐
軍
（
占
領
軍
）
関
係
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
普
通
手
に
は
い
ら
な
い
雪
印

バ
タ
ー
を
垣
根
越
し
に
渡
し
て
く
れ
た
。
小
麦
粉
を
焼
い
た
だ
け
の
バ
ン
ケ
ー
キ
に
こ
の
バ
タ
ー
を
乗
せ
、

ほ
お
ば
っ
た
と
き
の
バ
タ
ー
の
と
ろ
け
る
味
は
今
で
も
忘
れ
な
い
。 

  

小
学
校
四
年
、
今
日
は
遠
足
だ
。
世
田
谷
の
上
馬
か
ら
第
一
師
範
（
今
の
学
芸
大
学
）
ま
で
、
三
〇
分

の
徒
歩
、
東
横
線
に
乗
車
、
段
々
混
み
始
め
る
、
工
業
都
市
（
今
の
武
蔵
小
杉
）
当
た
り
か
ら
鮨
詰
め
、

遂
に
菊
名
あ
た
か
ら
、
土
足
で
座
席
に
立
た
さ
れ
た
。
要
す
る
に
、
ベ
ン
チ
式
座
席
の
上
に
二
人
分
が
立

っ
て
詰
め
込
む
。
よ
う
や
く
、
桜
木
町
を
へ
て
目
的
地
の
野
毛
山
の
配
水
池
に
着
い
た
。
貯
水
塔
の
前
の

芝
や
、
丈
の
短
い
草
で
覆
わ
れ
た
広
い
広
場
が
少
し
下
が
っ
て
広
が
っ
て
い
て
、
そ
の
向
こ
う
に
は
横
浜

の
港
が
見
え
た
。
解
放
さ
れ
た
気
分
で
、
走
り
回
り
は
し
ゃ
い
だ
。 

 

や
が
て
、
お
弁
当
の
時
間
に
な
り
、
持
参
の
弁
当
を
開
い
て
食
べ
始
め
た
。
一
人
の
お
弁
当
に
目
が
移

っ
た
。
バ
ナ
ナ
が
入
っ
て
い
た
。
幼
稚
園
の
頃
、
食
べ
た
あ
の
味
が
口
の
中
に
戻
っ
て
き
た
。
多
分
、
海

外
に
い
か
れ
な
い
時
代
、
香
港
か
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ル
ー
ト
で
買
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
う
ら

や
ま
し
か
っ
た
。 

  

戦
争
に
負
け
て
、
海
外
に
行
く
な
ど
夢
の
夢
だ
っ
た
。
広
い
世
界
と
繋
が
り
た
い
。
当
時
は
手
軽
に
手

に
入
る
鉱
石
ラ
ジ
オ
を
作
り
、
ラ
ジ
オ
番
組
を
独
り
占
め
し
た
。
や
が
て
「
初
歩
の
ラ
ジ
オ
」
を
抱
え
な

が
ら
、
秋
葉
原
通
い
が
始
ま
っ
た
。
実
際
に
海
外
へ
出
張
し
た
の
は
、
就
職
し
、
宇
宙
の
担
当
に
な
り
、

多
く
の
会
社
の
友
人
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
ホ
ノ
ル
ル
経
由
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
到
達
し
た
の
が
初
経
験

で
あ
っ
た
。
到
着
前
、
今
年
火
事
で
焼
け
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
あ
た
り
、
プ
ー
ル
の
あ
る
家
の
上
空
を
通
過
し

て
、
着
陸
し
た
。
我
々
と
の
差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。 

    


